
様式１－１

　　　新琴似・新川地区センター
１　部屋別・時間帯別利用状況

件数 人数 件数 人数 件数 人数 利用可能件数 利用率 開室日数 人数

289 6,999 293 9,828 312 （ 0 ） 7,722 （ 0 ） 894 24,549 3,590 70.6% 359 68.4
会議室（24名） 274 2,271 276 2,238 207 （ 7 ） 1,422 （ 84 ） 757 5,931 3,590 67.2% 359 16.5

（　名） （ ） 0 ）
（　名） （ ） （ ）
（　名） （ ） （ ）

小　計　Ｂ 274 2,271 276 2,238 207 （ 7 ） 1,422 （ 84 ） 757 5,931 3,590 67.2% 359 16.5
実習室（20名） 159 1,142 153 1,374 104 （ 1 ） 1,057 （ 1 ） 416 3,573 3,590 36.6% 359 10.0

（　名） （ ） （ ）
（　名） （ ） （ ）
（　名） （ ） （ ）

小　計　Ｃ 159 1,142 153 1,374 104 （ 1 ） 1,057 （ 1 ） 416 3,573 3,590 36.6% 359 10.0
和室A（15名） 277 1,243 238 1,296 144 （ 1 ） 593 （ 0 ） 659 3,132 3,590 58.4% 359 8.7
和室B（15名） 240 1,007 183 1,005 128 （ 3 ） 498 （ 0 ） 551 2,510 3,590 48.5% 359 7.0
洋室A（36名） 269 2,333 265 2,865 288 （ 2 ） 3,651 （ 18 ） 822 8,849 3,590 74.3% 359 24.6
洋室B（36名） 303 2,616 302 3,079 259 （ 0 ） 2,556 （ 0 ） 864 8,251 3,590 79.2% 359 23.0
小　計　Ｄ 1,089 7,199 988 8,245 819 （ 6 ） 7,298 （ 18 ） 2,896 22,742 14,360 65.1% 359 63.3

1,811 17,611 1,710 21,685 1,442 （ 14 ） 17,499 （ 103 ） 4,963 56,795 25,130 62.1% 359 158.2

２　事業別利用状況

53 1.1% 77 1.6% 288 5.8% 4,675 94.2% 4,963 100.0%
937 1.6% 2,651 4.7% 4,381 7.7% 52,414 92.3% 56,795 100.0%

３　貸室事業（有料）目的別利用状況

258 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 4,417 94.5% 4,675 100.0%
3,728 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 48,686 92.9% 52,414 100.0%

貸室事業（有料）
合計

0.0%
0.0%

飲酒主目的 偲ぶ会・お別れ会

0
0

その他の一般利用
営利目的

10割増 20割増

人数・構成比 3,728 7.1%

件数・構成比 258 5.5%

区　　分
計

１日当たりの利用人数午　前 午　後 夜　間　

560

貸室事業（有料） 合計

0.4%

指定管理者の開催事業

合　計　（Ａ～Ｄの計）

合　計

ホール（300名）　Ａ

会議室
・

集会室
・

講義室

実習室
・

視聴覚室
・

陶工芸室

その他

（和室など）

室　名（定員）
人数　（内夜間延長分）件数　（内夜間延長分）

施設利用状況報告書（令和4年度）

件数・構成比

区民講座 地域交流事業 施設活用事業 その他
131

利用率

0.5%

区　　分

人数・構成比

計
2.6% 27

2331.0%



様式１－２

　　　新琴似・新川地区センター
４　部屋別・時間帯別利用状況（１の内数）

昼食
時間

昼食
時間

時間
貸し

昼食
時間

夕食
時間

昼食
時間

夕食
時間

時間
貸し

夕食
時間

夕食
時間

時間
貸し

昼食
時間

夕食
時間

昼食
時間

夕食
時間

時間
貸し

5 59 ( 111 ） 168 543 3 47 110 ( 148 ） 340 1,253 1,815 49 70 ( 126 ） 1,101 640 8 96 239 ( 385 ) 508 2,354 2,998
会議室（24名） 2 10 ( 18 ） 8 31 22 1 34 ( 86 ） 312 4 179 7 57 ( 99 ） 91 218 24 8 101 ( 203 ) 320 95 428

（　名） ( ） ( ） ( ） ( )
（　名） ( ） ( ） ( ） ( )
（　名） ( ） ( ） ( ） ( )

小　計　Ｂ 2 10 ( 18 ） 8 31 22 1 34 ( 86 ） 312 4 179 7 57 ( 99 ） 91 218 24 8 101 ( 203 ) 320 95 428
実習室（20名） 13 3 ( 8 ） 141 4 4 0 17 ( 33 ） 36 0 62 2 43 ( 77 ） 5 162 17 2 63 （ 118 ) 177 5 228

（　名） ( ） ( ） ( ） （ ) 0 0 0
（　名） ( ） ( ） ( ） （ ) 0 0 0
（　名） ( ） ( ） ( ） （ ) 0 0 0

小　計　Ｃ 13 3 ( 8 ） 141 4 4 0 17 ( 33 ） 36 0 62 2 43 ( 77 ） 5 162 17 2 63 （ 118 ) 177 5 228
和室Ａ（15名） 6 4 ( 9 ） 22 17 43 4 21 ( 43 ） 231 9 55 1 66 ( 125 ） 12 235 49 5 91 （ 177 ) 253 21 307
和室Ｂ（15名） 1 2 ( 1 ） 13 12 18 2 10 ( 23 ） 137 15 30 1 65 ( 122 ） 12 217 19 3 77 （ 146 ) 150 27 259
洋室Ａ（36名） 8 5 ( 17 ） 113 39 16 2 32 ( 63 ） 213 63 158 71 8 ( 22 ） 1,602 41 24 73 45 （ 102 ) 326 1,665 238
洋室Ｂ（36名） 4 1 ( 1 ） 40 10 4 0 14 ( 29 ） 27 10 59 35 17 ( 30 ） 545 87 8 35 32 （ 60 ) 67 555 156
小　計　Ｄ 19 12 ( 28 ） 188 78 81 8 77 ( 158 ） 608 97 302 108 156 ( 299 ） 2,171 580 100 116 245 （ 485 ) 796 2,268 960

39 84 ( 165 ） 505 656 110 56 238 ( 425 ） 1,296 1,354 2,358 166 326 ( 601 ） 3,368 1,600 149 222 648 （ 1,191 ) 1,801 4,722 4,614合　計　（Ａ～Ｄの計）

実習室
・

視聴覚室
・

陶工芸室

その他

（和室など）

件数 人数

ホール（300名）　Ａ

会議室
・

集会室
・

講義室

施設利用状況報告書（令和4年度）

室　名（定員）

午　前 午　後 夜間 合計
件数 件数 人数

時間
貸し

時間
貸し

時間
貸し

時間
貸し

人数 件数 人数



様式２－１
　

１　区民講座について① 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 10 80% 80%

目標値に対する
実績 12 100% 100%

（ 洋室B ）
目標値の
達成率 120% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 16 80% 80%

目標値に対する
実績 17 100% 100%

（ 洋室A ）
目標値の
達成率 106% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

円 円 円

応募者数

円 円 円

300 291

１人あたり
収入額

円 9 円

１人あたり
支出額

高齢者の住まい選
び方講座

目的

高齢者それぞれのライフスタイルに合
わせ、自宅の老朽化対策、施設選び
など住まいに関するポイントを考え
る。

1

内容 円20

高齢者施設の資金面、準備の重要性
を詳しく解説。講師は高齢者住宅に関
する事業を手掛ける「ふれあい北海道
(株)タスカル」の佐々木一之氏。

自分事として元気なうちに考えることの重要性を理
解できた。質疑応答では専門家の意見を熱心に聞く
受講生もおり、関心の高さを伺うことが出来た。地域住民 0.9 4,954 円

17

146 円

17

42 円 58 円12 100 円 12

12

受付と同時に定員になり、関心の高さを伺うことが
出来る。身近なゴミの減量に取り組むことで、循環型
の社会、環境問題を考える良い機会となった。専門
的な内容での質疑応答があった。

ダンボール箱で自
家製堆肥を作ろう

目的
生ゴミを堆肥にすることで、有料ゴミ袋
の節約・生ゴミの減量化を図る。

1

内容
プロジェクターを使い、自家製堆肥の
作り方をわかりやすく解説。受講生に
はダンボール、土壌改良剤を配布。

地域住民 1.0

参加費

１人あたり
参加費

指定管理者
総収入額

受講者
実数１人あたり

支出額

合　　計

指定管理者
総支出額

<　備考　>

講座等事業実施報告書（令和4年度）

実施回数
募集対象

募集
人数

１人あたり
収入額

指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額

達成された効果など

500 円 700 円

応募倍率

応募者数

事業名

（使用した室）
目的、内容等

１人あたり
参加費



様式２－１

１　区民講座について② 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 8 80% 80%

目標値に対する
実績 11 100% 100%

（ 洋室A ）
目標値の
達成率 138% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 5 80% 80%

目標値に対する
実績 6 100% 100%

（ 洋室A ）
目標値の
達成率 120% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

円 円 円

応募者数

円 円 円

82

　

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

申込開始すぐに定員となり、問い合わせが多数あっ
た。ボランティア講師の的確な指導の下、それぞれ
満足のいく作品が出来上がった。参加者同士で情
報交換し手づくりを楽しんだ。地域住民 1.0 2,508 円 492 円

6

円 6 円418

古布で布ぞうりづく
り講座

目的

1

内容

自宅で不要となった浴衣やシーツ等
の古布を裂いて持参し、エコでお洒落
な布ぞうりの作り方を学ぶ。講師はリ
サイクルプラザに依頼。

6 500 円

3,695 円 305 円10 4,000 円 11

地域住民 1.1 40,643 円

 ウクレレチャレンジ

目的

7

内容
ウクレレを基礎から学びコードを覚え
ながら毎回１曲ずつレパートリーを増
やした。

応募者数
１人あたり

支出額

応募倍率
指定管理者
の支出額

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

募集対象

募集
人数

１人あたり
参加費

3,357 円

11

まったくの初心者がほとんどだったが和気あいあい
とした雰囲気で楽しく受講できた。講座の途中で今
後も続けたいという声があがりサークルとして活動
することになった。

達成された効果など

指定管理者
の収入額 受講者

実数１人あたり
収入額

講座等事業実施報告書（令和4年度）

自宅で眠っているウクレレを蘇らせお
うち時間の充実とウクレレの魅力を知
る。

やわらかい履き心地や蒸れずに快適
というだけでなく、冷え性や姿勢の改
善など、様々な健康効果が見込まれ
る布ぞうり作りを通して地域住民同士
の交流をはかる。



様式２－１

１　区民講座について③ 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 16 80% 80%

目標値に対する
実績 42 100% 100%

（ 体育室 ）
目標値の
達成率 263% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 16 80% 80%

目標値に対する
実績 38 100% 100%

（ 体育室 ）
目標値の
達成率 238% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

円 円 円

応募者数

円 円 円

　

１人あたり
参加費

参加費

運動の必要性を実感してもらい、自宅で出来るトレーニン
グなども指導。「熟眠できた」「身体が軽くなった」「動きが
早くなった」などの声があった。また、体力測定から自身の
体力を知ることで運動への強い意識付けに繋がった。

内容

講師の指導でフレイル予防・膝・腰痛
予防・体力測定・エアロビクス・ストレッ
チ・筋トレ・ボクササイズを行う。介護
予防センターとの共催。

20 0 円

0 円

38

65歳以上
地域住民

指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

秋期健康体操教室

目的

4

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

円38 0

春期健康体操教室

目的

4

0 円 42

運動する機会の減少から体力の低
下・フレイル予防が必要となってきて
いるため日常生活で運動を取り入れ
られる方法を学ぶ。

円

内容

エアロビクス・自宅でできる運動・ボク
ササイズ・体力測定・膝腰の痛みのセ
ルフケアなどを行う。介護予防セン
ターとの共催。

円 0

0 円

1.9 0 円

42

自宅でできる運動の方法、体を動かすことの楽しさ
を伝えられた。体力測定を行うことで自分の体の状
態を把握できた。アンケート結果では今後も運動を
続けたいという感想が多くあった。

新琴似・新川地区在
住の65歳以上

2.1 0 円

0 円20

0

達成された効果など
募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

講座等事業実施報告書（令和4年度）

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

募集対象 応募倍率
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 受講者

実数

介護予防の一環として、地域の方々
への健康作りをお手伝いし健康寿命
を延ばしていく。



様式２－１

１　区民講座について④ 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 8組 80% 80%

目標値に対する
実績 30 100% 100%

（ 体育室 ）
目標値の
達成率 188% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 10 80% 80%

目標値に対する
実績 14 100% 100%

（ 洋室A ）
目標値の
達成率 140% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

円 円 円

応募者数

円 円 円

実施回数
事業名

（使用した室）

円6,068 ▲ 6,068 円

講座等事業実施報告書（令和4年度）

目的、内容等

1.3

円 15

14

30

円

433 円 ▲ 433 円

募集対象
受講者
実数１人あたり

参加費
応募者数

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

応募倍率
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額

定員を超える申込があったが部屋の大きさに余裕
があった為受け入れた（当日1名欠席）。老後の不安
を解消すべく親子で参加された方もいた。内容は奥
深く続編を求める声もあがった。

ベビーマッサージ

目的

達成された効果など
募集
人数

4

2か月から歩く前の子
どもとその保護者

1.5 49,316 円 7,684

512

円

子どもへのマッサージを通し、ふれあう時間を作るこ
とができた。また親同士のコミュニケーションもとれ、
情報交換をすることができ楽しい時間を過ごすこが
できた。

内容
オイルを使用して母親が赤ちゃんに
マッサージを行い、子どもの成長や変
化などを確認し発表する。

10組 3,800 円 15組 3,288 円

内容

ファイナンシャルプランナーが講師。
用意した資料に沿ってエンディング
ノート、家のたたみ方、墓じまいや自
身の葬儀まで多岐にわたる終活を紹
介、アドバイスしていく。

12 0

合　　計

参加費

終活のすすめ

目的

1

地域住民

指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

人生の最終章を豊かなものにし、残さ
れた人が困らないように、現在、そし
て未来を考える。

親子が触れ合うことにより、心もから
だもリラックスし、親子の時間を楽しん
でもらう。また参加者同士、子育ての
情報などの共有や交流をはかる。



様式２－１

１　区民講座について⑤ 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 12 80% 80%

目標値に対する
実績 7 100% 100%

（ 洋室AB ）
目標値の
達成率 58% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 6 80% 80%

目標値に対する
実績 5 100% 100%

（ 洋室A )
目標値の
達成率 83% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

円 円 円

応募者数

円 円 円

指定管理者
の収入額

応募倍率
指定管理者
の支出額
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

円15 100 円 7 71

小学生
3～6年生

0.8 500

講師の説明をきちんと聞き、全員が自分の力で最後ま作
品を完成させることが出来た。又、出来上がった作品で電
池の状態を確認したり、顕微鏡でめしべを観測でき、研究
心や向上心に貢献できた。前日に1名キャンセル有。0 円

0 円

参加費
指定管理者
総支出額

講座等事業実施報告書（令和4年度）

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

募集対象
受講者
実数

達成された効果など
募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数

夏休み小学生工作
講座

目的

受講する子ども達が自分一人で作品
を最後まで作ることを目的とした。成り
立ちの仕組みを理解するとともに夏休
みの自由研究にも活用してもらう。

1

内容

「折り紙顕微鏡」と「カタカタ人形」の2
点を作る。どちらも講師の用意した材
料（キット）を使って組み立てる。講師
はおもちゃクリニックに依頼。

小学生
3～6年生

0.5 500 円 200 円

7

定員には満たなかった。女子が熱心に受講してい
た。全員完成度は高く、夏休み自由研究に使うとい
う受講者もいた。次回は広報に工夫をする。

29 円

冬休み小学生工作
講座

目的

受講する子ども達が自分一人で作品
を最後まで作ることを目的とした。成り
立ちの仕組みを理解するとともに冬休
みの自由研究に活用してもらうことも
可能。

1

内容

「折り紙顕微鏡」と「アヒル電池チェッ
カー」の2点を作る。どちらも講師の用
意した材料（キット）を」使って組み立
てる。講師はおもちゃクリニックに依
頼。

8 100 円 6 100 円

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

指定管理者
総収入額

円

5

合　　計



様式２－１

１　区民講座について⑥ 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 8組 80% 80%

目標値に対する
実績 16 100% 100%

（ 体育室 ）
目標値の
達成率 100% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 12 80% 80%

目標値に対する
実績 12 100% 100%

（ 体育室 ）
目標値の
達成率 100% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

円 円 円

応募者数

円 円 円

指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 受講者

実数
達成された効果など

目的

1

1～2歳児とその保護
者

1.1

講座等事業実施報告書（令和4年度）

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

募集対象 応募倍率

円

16

円

募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

619 円

▲ 954

3

地域住民 0.8 16,864 円 4,736

1,405 円 395

発達に役立つ運動の仕方を学び、それぞれの抱え
ている不安などを相談しながら楽しいひと時を参加
者皆で共有した。親どうし、子どもどうしの交流もあ
り、和やかなムードのなかで学ぶことができた。当日
3組キャンセル。

内容

音楽に合わせて親子で体操。身近な
もので、アスレチックあそび。遊びの
中でちょっと工夫を加え、手足のスト
レッチ、体をひねる運動、体幹を培う
運動など。

10組 500 円 11組 ▲ 119

4,954 円

円

12

円

1回目の講座で既に姿勢や歩行の速度に明らかな
変化が実感されていた。1回目と3回目の測定値を
比較するとほとんどの方に歩き方の改善が確認され
た。アンケート結果は満足度理解度共に高かった。

内容

歩行トレーニング、ストレッチ、体操な
ど。1回目と3回目に歩行速度、歩幅、
身長に対する歩幅率を計測してデー
タに変化があるかを確認する。

15 1,800 円 12

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

足腰に優しい歩き方、ストレッチ等の
方法を学び、地域住民の健康増進に
寄与することを目指す。

親子であそぶ運動
教室

１～２歳児の発達に必要な運動あそ
びを親子で楽しみ、家でも実践できる
方法などを学ぶ。子育てに関しての相
談・カウンセリング、参加者同士の交
流を楽しむ。

合　　計

ウオーキング講座

目的



様式２－１

１　区民講座について⑦ 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 8 80% 80%

目標値に対する
実績 7 100% 100%

（ 洋室A ）
目標値の
達成率 88% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 8 80% 80%

目標値に対する
実績 9 100% 100%

（ 洋室A ）
目標値の
達成率 113% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

円 円 円

応募者数

円 円 円

講座等事業実施報告書（令和4年度）

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

募集対象 応募倍率
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 受講者

実数
達成された効果など

募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

チャレンジ！ふま
ねっと

目的

3

地域住民 0.7

内容

ふまねっとの概要説明・自己紹介・準
備運動・基本ステップ・課題ステップ・
レクリエーションステップ・整理体操を
行う。

10 600 円

6,500 円 ▲ 2,300 円

7

定員10名に達しなかったものの、毎回全員参加で終
了した。目標としていたレクリエーション交差ステップ
まで行うことができ、ふまねっとの楽しさと達成感を
味わうことができた。

7 929 円 ▲ 329 円

オリガミクス講座

目的
幾何学折り紙を体験する。指先と頭を
使って形を作ることを楽しむ。

2

地域住民 1.0 11,605 円 1,895 円

9

円

30代から80代という幅広い年代が集まった。講師の
指導を受けて参加者全員がキューブを完成すること
ができた。参加者同志の交流もでき、楽しく満足感を
味わえる機会となった。

内容
折り方を変えることで変形の幅が広が
り、伸び縮みや回転したりする不思議
なキューブを作る。

10 1,500 円 10 1,289 円 211

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

高齢者の歩行機能・認知予防に効果
のあるふまねっとの普及と、地域住民
の交流の機会とする。



様式２－１ 　

１　区民講座について⑧ 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 24 80% 80%

目標値に対する
実績 57 100% 100%

（ 洋室AB )
目標値の
達成率 238% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 5 80% 80%

目標値に対する
実績 6 100% 100%

（ 実習室 )
目標値の
達成率 120% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

円 円 円

応募者数

円 円 円

募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数
１人あたり

支出額

講座等事業実施報告書（令和4年度）

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

毎日使う包丁を自ら研ぐことで、日常生活に活かす
ことができた。申込多数のため毎年開講したい。

6 500 円 6 83 円

2,500 円

417

募集対象 応募倍率
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 受講者

実数
達成された効果など

１人あたり
収入額

三浦綾子文学講演
会

目的

生誕100年記念の今年、三浦綾子読
書会代表の森下辰衛氏による文学講
演会を開催することで地域住民の心
の糧となる事を期待する。

1

地域住民 2.0 16,568 円 11,932

講師の絶妙な語りに加え、三浦綾子の同級生の女
性（100歳）が当時のアルバム持参で参加、他にもゆ
かりのある男性が参加したりとサプライズもあり多い
に盛り上がり楽しい会になり参加者も満足してくれ
た。

内容

前回（令和元年）のテーマ「道ありき」
の続編「この土の器をも」を語りながら
三浦綾子という人間と三浦文学の魅
力を伝える。

30 500 円 60 291 円 209

地域住民 1.0 500 円

円

57

6

円

円

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

包丁とぎ講座

目的
包丁・刃物の扱いを研ぎ方を中心に
学ぶ。切れ味が悪くなった包丁を研い
で長く使える技が実践で学べる。

1

内容

リサイクルプラザに講師を依頼。刃物
の基本的な知識の説明後持参した包
丁を自身で研ぐ。砥石の選び方・使い
方を学ぶ。

<　備考　>

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額



様式２－１

１　区民講座について⑨ 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 16 80% 80%

目標値に対する
実績 20 100% 100%

（ 洋室A )
目標値の
達成率 125% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 10 80% 80%

目標値に対する
実績 8 100% 100%

（ 洋室A、実習室 )
目標値の
達成率 80% 125% 125%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

円 円 円

応募者数

円 円 円

講座等事業実施報告書（令和4年度）

事業名

（使用した室）
目的、内容等 実施回数

募集対象 応募倍率
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 受講者

実数
達成された効果など

募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

多肉植物寄せ植え
講座

目的
多肉植物複数の種類を組み合わせる
方法を学ぶ。植物が好きな地域住民
同士の交流をはかる。

1

地域住民 1.0

内容

鉢に土を入れて多肉植物をさし寄せ
植えを完成させる。自宅でも長く楽し
めるように、置き場所や管理の仕方な
ど基本的な育て方のコツを学ぶ。

20 2,400

44,954 円 3,046 円

20

植物に触れることで心がやすらぎ穏やかな時間を過
ごすきっかけづくりになった。完成した作品を鑑賞し
交流した。継続的に行いたいという要望があった。

円 20 2,248 円 152 円

シニア世代の食育
講座

目的

シニア世代が人生100年時代を健や
かに生きるために、食事についてアド
バイスする。
講師は栄養・食事の専門職である管
理栄養士。

3

地域住民 0.7 円 ▲ 3,164 円

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

8

円円 ▲ 396

１人あたり
参加費

いつまでも、どんな時でも美味しく楽しく食事ができ
るように分かりやすく提案できた。試食で味の確認も
でき、早速実践した受講生も多くいた。定員には満
たなかったが有意義な時間だった。

内容

第1回バランスの良い食事で低栄養を
防ぐ
第2回免疫力を高めるたに、こんな料
理はいかが？（試食あり）
第3回体調不良や災害時の食事（試
食あり）

12 1,500 円 8 1,896

15,164

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

<　備考　>



様式２－１

１　区民講座について⑩ 　　　　　新琴似・新川地区センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 12 80% 80%

目標値に対する
実績 15 100% 100%

（ 洋室A+B )
目標値の
達成率 125% 125% 125%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値

目標値に対する
実績

（ ）
目標値の
達成率

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

276,300 円 1.2 240,417 円 35,883 円

応募者数

832 円 344 724 円 108 円

達成された効果など実施回数
募集対象 応募倍率

指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額 受講者

実数募集
人数

１人あたり
参加費

応募者数
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

いきいき健康体操
講座

目的

4

地域住民 1.0 18,319 円 11,681 円

15

円

筋肉の維持向上や体をほぐすことが転倒・フレイル
予防に繋がること学び、運動を継続して行う事の大
切さを実感できた。サークルへの入会希望者も数名
いて橋渡しもすることができた。

内容

センターで活動しているサークルの指
導者に講師を依頼。イスとヨガマットを
使い軽快な音楽が流れる中、リラック
スした状態で運動を行った。

15 2,000 円 15 1,221 円 779

内容 円 円 円

１人あたり
収入額

指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

円 円

参加費
<　備考　>

19 44 281 332
１人あたり

参加費
１人あたり

支出額

簡単な運動や関節・筋肉をほぐすスト
レッチなどを行って、いつまでも若々し
い健やかな体を目指す。

合　　計

目的

講座等事業実施報告書（令和4年度）

事業名

（使用した室）
目的、内容等



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について① 　　　　　新琴似・新川地区センター

（ 体育室 ） 126 ％

（ 体育室 ） 138 ％

講座数 実施回数
参加

見込数
参加者
実数

円 円 円

円 円 円

80100 0 円 272 円 ▲ 272

円

110

円

来場者目標数

目標数の80％

整理券が手の入らず強い不満が残った方もいた
ようだった。根強い人気のコンサートなので定員
増やすなど、より多くの方が参加できるようしてい
きたい。

成果指標 来場者目標数の80％

100

目標値の達成率

地域住民 29,954 円 ▲ 29,954
第9回新・新ほんわ
か自衛隊コンサート

目的

陸上自衛隊第11音楽隊のハイレベルな
演奏を楽しんでもらうことを通じて、地域
住民に自衛隊活動に対する理解を深め
てもらう。

1

内容
感染症対策をしながら実施。参加者の
多くが楽しめるプログラムになっており、
計7曲を演奏。

100 0 円 310

円 ▲ 31,300

100

80円 ▲ 310 円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

成果指標 来場者目標数の80％

第8回新・新ほんわ
か自衛隊コンサート

目的

陸上自衛隊第11音楽隊のハイレベルな
演奏を楽しんでもらうことを通じて、地域
住民に自衛隊活動に対する理解を深め
てもらう。

1

内容
感染症防止対策をしながら実施。こども
から大人まで誰もが楽しめるプログラム
になっており、計8曲を演奏。

地域住民 31,300

１人あたり
参加費

参加費

<　備考　>

指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額

指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

円

101

昨年度から延期になった事業。事前申込制・指定
席としたので当日の混雑はなかった。地域住民同
士の交流は難しい状況だが2年ぶりの開催に参
加者はとても楽しんでいた。

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

合　　計

講座等事業実施報告書（令和4年度）

開催回数
対象

参加
見込数

達成された効果など
参加者
実数１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

事業名

（使用した室）
目的、内容等



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について② 　　　　　新琴似・新川地区センター

（
体育室・会議室・

和室AB
） 121 ％

（ 体育室 ） 125 ％

講座数 実施回数
参加

見込数
参加者
実数

円 円 円

円 円 円

 

１人あたり
収入額

指定管理者
総収入額

円 ▲ 217 円

<　備考　>

１人あたり
参加費

138 0 円 217

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

１人あたり
支出額

新・新ほんわか
ミニコンサート

目的

来場者目標数の80％

138

110

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

吹奏楽の演奏を通じて地域住民との交
流を図る。

1

内容

感染症拡大防止対策を講じて開催。札
幌国際情報高校が出演し、エンターテイ
ンメント性の高い国際情報高校独自の
「ダンス＆プレイ」で地域住民を魅了し
た。

感染症対策を講じながらも満足できるように職員
全員が工夫を凝らした。こどもを対象にしたイベン
トだったが3年ぶりとあって保護者も楽しんでいた
様子。保護者込の参加は194名。

成果指標

地域住民 30,000 円 ▲ 30,000 円

138

出演校を1校にしぼり3年ぶりに開催できた。座席
指定等、課題もあるが地域住民や招待した近隣
中学生に“生きる活力”を与えられたようで開催の
意義を感じた。

成果指標

円 ▲ 72 円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

来場者目標数の80％

100

80

地域の未就学児～小学
生

6,944 円 ▲ 6,944

100

円

97

指定管理者
の収入額

参加
見込数

目的
地区センターの存在を多くの地域住民
に知ってもらい、住民同士、また、職員と
の交流を図る。

1

内容

わなげ、しゃてき、つり、めいろ、ストラッ
クアウトといったゲームコーナーをスタン
プラリーで回る。ゲームが終わったら宝
引きで景品を獲得。

0 円 72

参加者
実数

達成された効果など
１人あたり

参加費
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

事業名

（使用した室）
目的、内容等 開催回数

対象
指定管理者
の支出額

講座等事業実施報告書（令和4年度）

新・新こどもまつり



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について③ 　　　　　新琴似・新川地区センター

（ 図書室・和室A ） 150 ％

（ 会議室 ） 300 ％

講座数 実施回数
参加

見込数
参加者
実数

円 円 円

円 円 円

　

円 ▲ 500 円

円 167 円 ▲ 167 円

定員3名で3名の女子が参加。図書室のいろいろ
な業務を体験してみて、どの業務も楽しかった!と
言ってくれた。図書室業務に、より深い興味をもっ
てくれた。

成果指標 来場者目標数の80％

3

2

目標値の達成率

来場者目標数

目標数の80％

3

夏休みこども司書
体験

目的

子どもたちに実際の図書室の仕事を体
験してもらい、社会における図書館・図
書室の役割を学び、興味と理解を深め
てもらう。

1

　小学4～6年生 500

本のブッカー（ブックカバー）のかけ方を
学び実際にかけ、図書室の本について
の知識を司書から学んだ。仕事内容の
説明を受け返却や貸出のカウンター業
務や配架や予約本の確保などを体験。

3 0内容

　　　　　新琴似・新川地区センター

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

来場者目標数

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

内容

本にブッカー（保護フィルム）をかける作
業を持参した本で実際に体験した。その
後、図書室の配架方法などについて説
明を聞いたのち実際に配架作業や貸
出・返却というカウンターの仕事を体験
した。

0 円

2

目標数の80％ 1

目標値の達成率

2

3

円

図書室の裏方の仕事や、カウンター業務の体験
の他、本の並び方の規則についても学んだ。図書
室業務により深い興味をもってくれたようだ。

成果指標 来場者目標数の80％

冬休み子ども司書
体験

目的

子どもたちに実際の図書室の仕事を体
験してもらい、社会における図書館・図
書室の役割を学び、興味と理解を深め
てもらう。

1

▲ 500500 円

円 ▲ 167

円小学3～6年生

167

参加者
実数

達成された効果など
参加

見込数
１人あたり

参加費
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

事業名

（使用した室）
目的、内容等 開催回数

対象
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額

講座等事業実施報告書（令和4年度）



 

様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について④ 　　　　　新琴似・新川地区センター

（ 洋室AB ） 125 ％

（ ロビー ） 300 ％

講座数 実施回数
参加

見込数
参加者
実数

円 円 円

円 円 円

１人あたり
収入額

参加費

円

内容

合　　計

<　備考　>

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

七夕飾り
目的

日本の伝統行事を知る。年代問わず参
加できる。

1

地域住民 500

目標値の達成率

達成された効果など
参加

見込数
１人あたり

参加費
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額

16

目標値の達成率

円

指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

120

終日自由に記入できるため幅のひろい年代の参加と
なった。小さい子どもが母親と共同で、図書室の利用者
も気軽に記入していた。コロナ禍の影響かコロナ終息を
願うものが多かった。

来場者目標数の80％

円

50

目標数の80％ 40

来場者目標数の80％

ロビーに折り紙と笹を用意し、叶えたい
思いを希望の色の折り紙に記入して自
身で結ふ。

50 0 円 4

成果指標

来場者目標数

▲ 500 円

参加者
実数

▲ 4

明瞭な資料やクイズで健康に関する大きな気づきと
学びを得ることができた。普段接することのない栄養
士に気軽に質問できる機会を作り健康意識を高める
ことができた。

円20 0 円 25 円 ▲ 25

▲ 500 円地域住民 500

事業名

（使用した室）
目的、内容等 開催回数

対象

円

20

栄養ワンダー
目的

栄養・食事の専門職である管理栄養士
が日頃の食事について、栄養面からアド
バイスする。

1

内容

たんぱく質やカルシウムについての座
学の他、個別相談にも応じる。野菜
ジュース・キウイフルーツの試供品付
き。

成果指標

来場者目標数

目標数の80％

20

講座等事業実施報告書（令和4年度）



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について⑤ 　　　　　新琴似・新川地区センター

（ ロビー ） 448 ％

（ 体育室 ） 124 ％

講座数 実施回数
参加

見込数
参加者
実数

円 円 円

円 円 円

円 553 円 ▲ 25

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

〈備考〉

合　　計

１人あたり
参加費

円 ▲ 905

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

円

抽選によるチーム分けにより、実力の差のない
チーム戦となり、白熱した大会となった。充分なコ
ロナ感染予防対策を講じ、安心安全な大会となる
よう努めた。
申込後2名キャンセル。

成果指標 来場者目標数の80％

円

来場者目標数 36

目標数の80％ 29

36

目標値の達成率

第25回卓球大会
目的

地域の卓球愛好家の交流と、健康増
進。また、地区センターを身近に感じて
もらうきっかけづくりとする。

1

地域住民 19,905

内容

例年より参加数を減らし36名で開催し
た。1チーム6人、6グループによる男女
混合団体ダブルス戦。優勝・準優勝を決
定。参加賞も準備し、全員が楽しめる内
容で行った。

36 500

0 80

目標値の達成率

100

目標数の80％円 10

終日自由に参加できるため幅のひろい年代の参
加となった。小さい子どもが保護者と共同で作品
を楽しそうに作っていた。シニアの参加もあった。

成果指標 来場者目標数の80％

円

来場者目標数

円 ▲ 10

円 ▲ 3,500 円
ハロウィンを楽しもう

目的 季節の行事を楽しんでもらう。

1

地域住民

358

3,500

内容
用意したかぼちゃのモチーフに自由に
顔をかいてロビーに飾る

100

参加者
実数

達成された効果など
参加

見込数
１人あたり

参加費
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

事業名

（使用した室）
目的、内容等 開催回数

対象
指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額

講座等事業実施報告書（令和4年度）



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について⑥ 　　　　　新琴似・新川地区センター

（ ロビー ） 125 ％

（ 実習室 ） 72.2 ％

講座数 実施回数
参加

見込数
参加者
実数

円 円 円

円 円 円

　

１人あたり
参加費

円 ▲ 3 円

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

内容

第１弾…油絵・水彩画・押し花・つまみ細
工・手編み小物
第２弾…書道・つまみ細工・手編み小
物・いけばな
参加希望６サークルによる展示。

300

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

0 円 3

300

ロビーで開催することで、新型コロナウイルス感染症の
感染対策を徹底することができた。展示のみの開催と
なったが、サークル員、図書利用者など、多くの方が足
を止め鑑賞し、手ごたえが感じられた。

成果指標 来場者目標数の80％

300

目標数の80％ 240

来場者目標数

目標値の達成率

１人あたり
収入額

新・新
ぶんかフェスタ

目的

地区センターで活動するサークルの発
表の場とし、利用者や地域住民に鑑賞
してもらうことで地区センターへの理解を
深めてもらう機会とする。

1

地域住民 1,000 円 ▲ 1,000 円

達成された効果など
事業名

（使用した室）
目的、内容等 開催回数

対象
指定管理者
の支出額

参加
見込数

指定管理者
の収入額

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

参加者
実数

クリスマスお楽しみ
会

目的

コロナ禍で図書室内で読み聞かせが
ずっとできずにいたので、特別な機会と
してこどもたちに読み聞かせを楽しんで
もらう。

1

未就学児とその保護者 500

おはなしパピヨンさんによる、物語の語
り聞かせと、大型絵本の読み聞かせを
行った。
うたや手遊び、最後に図書スタッフ手作
りのクリスマスツリーの飾りつけをしてク
リスマスを楽しんだ。

20 0 円

円 ▲ 500 円

13

申込後のキャンセルも2組あったが、久しぶりの読
み聞かせの会の開催で参加された方は楽しんで
いた。

成果指標 来場者目標数の80％

20

目標数の80％ 1838 円 ▲ 38 円

講座等事業実施報告書（令和4年度）

来場者目標数

目標値の達成率

内容



　

様式２－２
 

２　地域住民の交流等を目的とした事業について⑦ 　　　　　新琴似・新川地区センター

（ 体育室 ） 119 ％

（ 洋室B ） 106 ％

講座数 実施回数
参加

見込数
参加者
実数

18,000 円 126,103 円 ▲ 107,103 円

13 円 92 円 ▲ 78 円

達成された効果など
参加

見込数
１人あたり

参加費
１人あたり

支出額
１人あたり

収入額

事業名

（使用した室）
目的、内容等 開催回数

対象
指定管理者
の支出額

円 ▲ 500 円

19家族

参加者
実数

指定管理者
の収入額

事前申込制とした。修理件数は28件。入院が多
く、当日修理が完了したのは8件だった。修理ドク
ターは多忙だったが、依頼者は喜んでくれた。

成果指標 来場者目標数の80％

おもちゃクリニック
（夏期）

目的

壊れたおもちゃの修理を通して、子ども
のみならず大人にも物の大切さを知って
もらう。定期的に開催し、物の大切さを
より多くの方に知ってもらう。

1

地域住民 500

内容

おもちゃクリニックのボランティアドクター
による壊れたおもちゃの修理（無料、た
だし部品代別途）。当日修理できない物
は入院（修理のため預かり）し、後日利
用者に引渡しをする。

20家族 0

1,049 1,371１人あたり
参加費

円 26

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

20

16

目標値の達成率

円 ▲ 26 円

来場者目標数

目標数の80％

29 円 16

目標値の達成率

円

来場者目標数 20

目標数の80％

合　　計

参加費
指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

14 14

〈備考〉
卓球大会
申込後2名キャンセルのため収入は500円×38名
＝19,000円

地域住民

事前申込無しで実施。修理件数は33件。当日修
理完了は5件、入院28件は1/28引取。利用者は
皆喜んでいた。

成果指標 来場者目標数の80％

20家族 0

円

▲ 29

500
おもちゃクリニック
（冬期）

目的

壊れたおもちゃの修理を通して、子ども
のみならず大人にも物の大切さを知って
もらう。定期的に開催し、物の大切さを
より多くの方に知ってもらう。

1 17家族

内容

おもちゃクリニックのボランティアドクター
による壊れたおもちゃの修理（無料、た
だし部品代別途）。当日修理ができない
物は入院（修理のため預かり）し、後日
利用者に引渡しをする。

円

円 ▲ 500

講座等事業実施報告書（令和4年度）



様式２－３

３　憩いの場事業について① 新琴似・新川地区センター

（ 体育室 ）

（ 体育室 ）

（ 体育室 ）

世代を超えてできる競技ということで地域住民の交流の場として実施している。
利用者はほぼ固定。1回あたりの利用者数は6名。

利用者は当センターの実施を楽しみにしている様子。参加者は高齢者が多い。1回
あたりの利用者数は11名。

近隣地区には体育館などのバレーボールができる類似施設がないため近隣住民や
チーム同士の交流の場として利用されている。1回あたりの利用者数は21名。

バレーボール

目的
地区住民及びチーム同士の交流と健康増進
のため

4

内容
2月から3月　第1・3火曜日（午後）
1面のコートで実施

卓球

目的
地区住民の交流と健康増進、技術向上のた
め

12

内容
4月から9月 第4木曜日（午前）
10月から3月 第2・4日曜日（午前）
卓球台8台で実施

バドミントン

目的
地区住民及びチーム同士の交流と
健康増進、技術向上のため

17

内容
4月から9月 第4木曜日（午後）
10月から3月 第2・4木曜日（午前）
2面のコートで実施

講座等事業実施報告書（令和4年度）

利用者実数
実施

総日数
達成された効果など総時間

事業名

（使用した室）
目的、内容等

34

24

8

110

136

83



様式２－３

３　憩いの場事業について② 新琴似・新川地区センター

（ 体育室・和室AB ）

（ 洋室B ）

（ 会議室 ）

16

内容
4月から11月 第4日曜日（午後）
12月から3月 第2・4日曜日（午後）

内容

利用者はリピーターが多く、特に和室は利用者同士で編み物を教えあったりと和気
あいあいとした様子。1回あたりの利用者数は6名。
体育室では子どがも思い切り体を動かし楽しく遊んでいる。保護者同志でも交流の
場となっている。1回あたりの利用者数は4名。

近隣地区には碁会所などもないため地域住民、特に高齢者の方々の交流の場とし
て実施している。16日間開催日を設けたが利用があったのが4日間のみだった。1回
あたりの利用者数は2名。
利用者から希望があって再開したが、利用があまりない。

中学生以上（20歳未満）の学生に自習の場の提供ということで、貸室がない時間帯
の会議室をすべて活用している。登録者は23名となっている（中学生3名・高校生19
名・その他1名）。会議室の貸室利用が多く自習を行うのが難しくなっている。

32

49

51

会議室の有料利用のない時すべて

138

中学生以上の学生（20歳未満）に自習の場を
提供する

12

41

24

地域住民の交流とスキルアップのため

囲碁

自習

内容

毎月第2火曜日（午後）
体育室は全面開放し思いきり体を動かすこと
ができ、大型遊具も楽しめる。和室は編み物
手づくりサロンを開催。お絵描き・折紙コー
ナー・休憩室としても利用できる。

目的
地域の赤ちゃんから高齢者まで、様々な世
代の方がお茶間感覚で参加し、交流を図る

目的

新・新　サロン

目的

事業名

（使用した室）
利用者実数 達成された効果など総時間

8

講座等事業実施報告書（令和4年度）

目的、内容等
実施

総日数



単位：円

管理費 事業費 小計
自動販売
機事業

小計

指定管理費 25,853,000

利用料金収入 10,856,250

その他収入 71,533 71,533 1,822,682

収入計 71,533 0 71,533 38,531,932

人件費 19,881,260 19,881,260 0 19,881,260

旅費・交通費 45,444 45,444 0 45,444

光熱水費 5,322,277 5,322,277 0 5,322,277

通信運搬費 304,862 304,862 0 304,862

租税公課 2,570,402 2,570,402 0 2,570,402

行事費 119,181 119,181 0 119,181

保険料 5,490 5,490 0 5,490

賃借料 185,408 185,408 0 185,408

修繕費 150,150 150,150 0 150,150

消耗品費 430,115 430,115 0 430,115

備品費 109,450 109,450 0 109,450

印刷製本費 177,382 177,382 0 177,382

諸謝金 126,956 126,956 0 126,956

委託費 2,119,348 2,119,348 0 2,119,348

支払手数料 13,346 13,346 0 13,346

行政財産目的外使用料 0 0 17,160 17,160 17,160

その他（教材費） 51,000 51,000 0 51,000

その他（新聞図書費） 380,546 380,546 0 380,546

その他（保守管理費） 250,800 250,800 0 250,800

その他（福利厚生費） 0 25,410 25,410 0 25,410

その他（法人経費） 4,564,442 0 4,564,442 0 4,564,442

支出計 4,564,442 32,268,827 36,833,269 17,160 0 17,160 36,850,429

収支 1,627,130 54,373 0 54,373 1,681,503

自主事業による利益還元 56,496 56,496 56,496

法人税等 50,000

当期純利益 1,575,007

決算額

409,078

利
益
等

計

支
出

管理に係る収支決算書(様式３-１　令和４年度)

自主事業

収
入

科目

1,751,149

10,856,250

25,853,000

指定管理業務

38,460,399

新琴似・新川地区センター

（参考）

指定管理業務による利益還元
実習室テーブル・階段改修・まな板・まつり景品・消毒用足踏みスタンド・
図書室所蔵本　他

内容



※　それぞれの項欄について、必要に応じて小区分を設定しても構いません。　　　　
※　行が足りない場合は、適宜追加してください。　　　
※　税込みで記載してください（以下、様式3-2から3-4まで同じ）。

※　様式3-2から3-4までにより内訳を記載してください。

※　「自主事業による利益還元」の項には、協定書（仕様書・提案書）に記載されたいわゆる義務的な利益還元を
行ったものについて記載する。指定管理者の任意による指定管理業務からの利益還元については、支出の各科目
の決算額に含めた上で、（参考）指定管理業務による利益還元欄に再掲し、その概要を「内容欄」に記載してくださ
い。



1.利用料金収入
単位：円

区分 単位
利用料金

(単価)
利用回数 決算額 備考

午前 9,200 43 395,600
午後 11,500 104 1,196,000
夜間 13,800 144 1,987,200
全日 27,600 6 165,600
昼食 1,840 8 14,720
夕食 1,840 95 174,800
延長 2,760 0 0

時間貸し 2,760 84 231,840
計 484 4,165,760

午前 3,500 181 633,500
午後 4,300 112 481,600
夜間 5,200 184 956,800
全日 10,400 0 0
昼食 690 0 0
夕食 690 1 690
延長 1,040 0 0

時間貸し 1,040 375 425,360 営利34件含む
計 853 2,497,950

午前 1,000 242 249,000 営利7件含む
午後 1,200 206 283,200 営利30件含む
夜間 1,500 124 186,000
全日 3,000 4 12,000
昼食 200 28 5,600
夕食 200 7 1,400
延長 300 7 2,100

時間貸し 300 206 61,800
計 824 801,100

午前 1,000 151 165,000 営利14件含む
午後 1,200 127 222,000 営利58件含む
夜間 1,500 58 151,500 営利43件含む
全日 3,000 2 9,000 営利1件含む
昼食 200 18 3,600
夕食 200 3 600
延長 300 1 600 営利1件含む

時間貸し 300 120 36,000
計 480 588,300

午前 1,000 120 120,000
午後 1,200 123 147,600
夜間 1,500 141 211,500
全日 3,000 1 3,000
昼食 200 22 4,400
夕食 200 37 7,400
延長 300 2 600

時間貸し 300 97 29,100
計 543 523,600

収支決算書の内訳（収入）（様式３-２）

体育室

体育室
（半面）

会議室

実習室

洋室Ａ



午前 1,000 167 168,000 営利1件含む
午後 1,200 174 262,800 営利45件含む
夜間 1,500 104 219,000 営利62件含む
全日 3,000 1 3,000
昼食 200 7 1,400
夕食 200 1 200
延長 300 0 0

時間貸し 300 59 17,700
計 513 672,100

午前 2,000 131 262,000
午後 2,400 81 194,400
夜間 3,000 134 402,000
全日 6,000 0 0
昼食 400 7 2,800
夕食 400 31 12,400
延長 600 6 3,600

時間貸し 600 0 0
計 390 877,200

午前 700 62 44,100 営利1件含む
午後 850 82 70,550 営利1件含む
夜間 1,000 13 13,000
全日 2,000 6 12,000
昼食 130 36 4,680
夕食 130 1 130
延長 200 6 1,200

時間貸し 200 57 11,400
計 263 157,060

午前 700 27 18,900
午後 850 42 37,400 営利1件含む
夜間 1,000 2 3,000 営利1件含む
全日 2,000 2 4,000
昼食 130 21 2,730
夕食 130 1 260 営利1件含む
延長 200 0 0

時間貸し 200 25 5,000
計 120 71,290

午前 1,000 200 200,000
午後 1,200 106 127,200
夜間 1,500 57 85,500
全日 3,000 3 9,000
昼食 200 2 400
夕食 200 2 400
延長 300 0 0

時間貸し 300 127 38,100
計 497 460,600

10,814,960

※　続き部屋の場合は、分けて貸した場合、分けずに貸した場合の両方の区分を設けて記載してください。

※　行が足りない場合は、適宜追加してください。
※　税込で記載してください。

合計

洋室Ｂ

和室
Ａ＋Ｂ

洋室
Ａ＋Ｂ

和室Ｂ 

和室Ａ



2.利用料金収入（キャンセル分）
単位：円

区分 単位
利用料金

(単価)
利用回数 決算額 備考

午前 1 4,600 4,600円×1回
午後 0 0
夜間 0 0
全日 0 0
昼食 0 0
夕食 0 0
延長 0 0

時間貸し 0 0
計 1 4,600

午前 3 10,500 3,500円×3回
午後 0 0
夜間 1 2,600 2,600円×1回
全日 0 0
昼食 0 0
夕食 0 0
延長 0 0

時間貸し 1 1,040 1,040円×1回
計 5 14,140

午前 2 2,000 500円×4回
午後 2 1,800 600円×3回
夜間 4 5,250 1,500円×3回・750円×1回
全日 0 0
昼食 0 0
夕食 0 0
延長 0 0

時間貸し 0 0
計 8 9,050

午前 1 500 500円×1回
午後 3 3,000 600円×1回・1,200円×2回
夜間 1 1,500 1,500円×1回
全日 0 0
昼食 0 0
夕食 0 0
延長 0 0

時間貸し 0 0
計 5 5,000

午前 0 0
午後 2 1,200 600円×2回
夜間 1 1,500 1,500円×1回
全日 0 0
昼食 0 0
夕食 0 0
延長 0 0

時間貸し 0 0
計 3 2,700

午前 0 0
午後 0 0
夜間 1 1,500 1,500円×1回
全日 0 0
昼食 0 0
夕食 0 0
延長 0 0

時間貸し 0 0
計 1 1,500

体育室

体育室
半面

会議室

実習室

洋室A

洋室
A+Ｂ



午前 0 0
午後 0 0
夜間 0 0
全日 0 0
昼食 0 0
夕食 0 0
延長 0 0

時間貸し 2 400 400円×1回
計 2 400

午前 2 1,500 500円×1回・1,000円×1回
午後 2 2,400 1,200円×2回
夜間 0 0
全日 0 0
昼食 0 0
夕食 0 0
延長 0 0

時間貸し 0 0
計 4 3,900

41,290

※　続き部屋の場合は、分けて貸した場合、分けずに貸した場合の両方の区分を設けて記載してください。
※　税込で記載してください。

合計

※　行が足りない場合は、適宜追加してください。

和室A

和室
A+Ｂ



3.その他の収入
単位：円

項目 決算額 摘要

295,310

236,265

1,219,574
新型コロナウイルス感染症拡大に伴う休館に係る指
定管理料（435,740円）・光熱費高騰分（783,834円）

1,751,149

71,533 販売手数料

71,533

1,822,682

※　自主事業において札幌市その他の機関や団体からの補助金の交付を受けた場合には、「摘要」欄に補助金の
交付元名、補助事業名、補助率等を簡潔に記載してください。

自主事業

自動販売機

自主事業収入計

※　項目毎に、事業単位で記載してください。
※　行が足りない場合は、適宜追加してください。

合計

事業名

指定管理
業務

講座

印刷・コピーサービス

札幌市補填金

指定管理業務収入計





2　自主事業 単位：円

管理費 事業費 管理費 事業費 管理費 事業費 管理費 事業費

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0
最低時給額

※
※

※
※
※

※ 　最低時給額欄（太枠）には記入した全ての時給額のうち最も低い時給額を記入してください。
※

配置人数

　配置部署において指定管理業務を担当している場合、「備考」欄に当該事業名を記載してください。

　給与が月給払いの場合についても、時給換算額を必ず入力してください。

時給
（最低

単位：円）
備考

　行が足りない場合は、適宜追加してください。
　「雇用形態」欄は、以下の基準により区分した形態を記載してください。
　・正規職員：雇用期間の定めのない者のうち、パートタイム労働者などを除いた、いわゆる正社(職)員
　・パート、アルバイト：正社員より１日の所定労働時間が短いか、１週の所定労働日数が少ない労働者で、雇用期間が１か月を超えるか、又は定めがない職員
　・契約職員：特定職種に従事し、雇用期間を定めて契約する職員(「パート、アルバイト」に属する職員を除く)
　・嘱託職員：団体の定年退職者等を一定期間再雇用する目的で契約し、雇用する職員
　・その他：上記以外の職員（他団体から出向・派遣等されている職員等）。なお、雇用形態による判別が困難である場合には「その他」に分類してください。

　時給（最低）欄には、当該行で記載された職員の１時間当たりの給与（賃金）のうち、最低の額を記載してください。
　１時間あたりの賃金は、厚生労働省が示す「最低賃金額以上かどうかを確認する方法」に基づき算出された１時間あたりの賃金とします。

臨時雇賃金 福利厚生費 法定福利費 月給
（最低

単位：円）

　管理費・事業費双方に該当する場合には、業務の従事割合に応じて按分した額をそれぞれに記載してください。

配置部署
給料手当

職種 雇用形態



単位：円

管理費 事業費

旅費・交通費 45,444 会議・研修等参加交通費

光熱水費 5,322,277 電気・ガス・水道

通信運搬費 304,862 電話・プロバイダ・郵便・ＮＨＫ・メール便

租税公課 2,570,402 預金利息国税・消費税

行事費 119,181 まつり・ぶんかフェスタ・コンサート・ハロウィン・七夕

保険料 5,490 施設賠償責任保険料・行事保険料

賃借料 185,408 防塵マット・印刷機・複合機

修繕費 150,150 施設及び備品修繕

消耗品費 430,115 事務用品・消耗品等

備品費 109,450 備品

印刷製本費 177,382 カラー複合機プリント代

諸謝金 126,956 講座講師料

委託費 2,119,348
警備・電気保守・エレベータ・消防設備・舞台装置・ボイ
ラー・自動ドア・除排雪・一部定期清掃等

支払手数料 13,346 銀行振込手数料・代引き手数料

行政財産目的外使用料 0

その他（教材費） 51,000 講座教材費

その他（新聞図書費） 380,546 図書室新聞・雑誌

その他（保守管理費） 250,800 どさんこシステム・ホームページ保守管理

その他（福利厚生費） 25,410 コロナウイルス抗原検査スティック

その他（法人経費） 4,564,442 0

計 4,564,442 12,387,567

※　摘要欄には各科目の支出の概略を記載してください。

決算額
摘要

収支決算書の内訳（支出・物件費）（様式３－４）

科目

1　指定管理業務

※　行が足りない場合は、適宜追加してください。



単位：円

管理費 事業費

旅費・交通費

光熱水費

通信運搬費

租税公課

広告宣伝費

保険料

賃借料

修繕費

消耗品費

備品費

印刷製本費

諸謝金

委託費

支払手数料

行政財産目的外使用料 17,160 自動販売機

その他（　　）

計 0 17160

※　摘要欄には各科目の支出の概略を記載してください。
※　行が足りない場合は、適宜追加してください。

科目
決算額

摘要

2　自主事業


